
カシオペアＮＥＴ
（カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステム）

第１段階（ファーストフェーズ）の構築内容

1

株式会社 ジェネシス

特定非営利活動法人
カシオペア医療介護支援センター



「カシオペアＮＥＴ」とは

「カシオペアＮＥＴ」は、カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステムの通称です

 サイボーズ㈱のkintoneを使用し、株式会社ジェネシスが開発をしています

Kintoneの特性を生かし、カシオペア地域の「地域包括ケアシステム」をＩＣＴで支援して、
医療・介護・福祉行政における情報共有を迅速化します

紙ベースでの情報をシステム（ＩＣＴ）でやりとりすることで情報の一元管理と情報履歴の
確保を実現します

多職種での情報共有による作業の効率化で、地域住民への医療・介護・福祉行政の
サービスを向上します
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作業の省力化と情報履歴の確保

FAX・メール
で送付

情報を送る側

毎回、送信担当者に依頼してFAX・メールで受取り

・情報受取りまで
時間がかかる
・FAXとメールを
毎回送付するの
が煩雑

悩み

情報の受け側

連絡する

パソコン・タブレット等

依頼する

システム確認で完結
データ履歴も残る

送信する

これまでの情報共有 これからの情報共有

システム化でデータの一元管理と履歴管理が可能

情報の受け側 情報を送る側
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「カシオペアＮＥＴ」構築にあたり
地域内医療・介護・福祉行政職員で構成した

「包括支援部会」「カシオペアＮＥＴ検討委員会」で協働して構築

地域内の多職種が情報
共有することで、より利便
性のあるシステムとする
こと

1
「カシオペアＮＥＴ」は、医
療情報ガイドラインに基
づくセキュリティー対策で
利用者（地域住民）の個
人情報を安全に管理する

2
利用者情報について権限
を設定することで、担当す
る医療、介護福祉行政担
当者以外は閲覧・入力を
制限され、データの安全
性とプライバシーを守る

3
支援終了（死亡）などの
利用者の情報はデータは
保持するが通常は表示
はされず閲覧や編集はで
きない

4
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「カシオペア ＮＥＴ」を
効率的に使用する

・ポータル（お知らせ）の活用

スペース内グループでのお知らせや目標を掲示できる

・スペースの設定

目的を持ったメンバーで構成されるスペース（部屋）

・スレッドの活用

スペースメンバーでテーマに沿って会話（対話）できる

（入力後、メールアドレスに通知が入ります）

データを添付してスペースメンバーで共有できる

※スペース内メンバー全員が閲覧可能なため個別情報に注意！

・アプリの活用

メンバーで作成したアプリを共有して利用できる
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ポータル

• kintoneのトップページであり、kintoneの
入り口となる部分

• アプリやスペースの一覧から、目的のアプリ
／スペースへ移動できる

• お知らせ掲示板でメンバーに共有したい情
報を掲載し、ダッシュボードとして活用できる

• 通知を確認できる
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スペース、スレッド

• 職種や地域でのコミュニケーションをと
ることができる「部屋」

• 職種ごとや地域ごとにスペースの作成
が可能

• スペースを作成するとスレッドが利用可
能になる

• スレッドではスペースメンバー間での交
流が可能
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アプリ

• カシオペアNET内での情報共有を行う

• 各職種の方たちが情報共有を行うため
に入力することが可能

• 情報共有の迅速化を行い、よりよい介
護、福祉サービスの提供が可能

• 書類での保管だけでなく、データでの保
管も可能
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システムの
構築計画

ＩＣＴ（kintone）を活用した
「地域包括ケアシステム」
を段階的に構築する

第２段階（セカンドフェーズ）
・歯科、薬剤の在宅連携の支援
・介護施設での利用者状態共有

第３段階（サードフェーズ）
・救急時の利用者情報の共有
・利用者本人が支援内容の閲覧

を可能にする

第１段階（ファーストフェーズ）
・在宅医療・看護の連携支援
・情報共有シートの共有
・包括支援センターの業務支援
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利用者登録

担当者

※各アプリは適切な権限を
保有している方のみ
閲覧と入力を可能とする

施設状況

合同
カンファレンス

文書
管理

包括介護支援
（利用者基本情報
包括介護審査支援）

訪問診療患者
ファイル

情報共有
シート

利用者統合情報

状態
報告

※利用者登録を行い、各アプリの
情報を入力する事で、
利用者統合情報に集約されていく

ファーストフェーズのシステム構成
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第１段階 First phase（ファースト フェーズ）
２０２２年度から 在宅医療・看護による在宅療養の推進と在宅介護連携に向けた情報の

共有 ・ 患者と在宅療養希望を共有し医師による在宅療養の指示発信

・ 患者及び家族と在宅医療従事者との療養情報共有の必要性について説明と承諾取得

・ 入所条件などの施設窓口情報の充実

・ 訪問看護師及びケアマネージャーによる在宅患者の状態と生活環境の確認とデータ化

・ 訪問看護師による在宅患者の容態・治療経過や意識変化についての記録

・ 医師との容態経過の共有と治療指示の発信

・ 情報共有シートを活用した患者・利用者情報の共有

・ 患者の治療経過を在宅医療従事者（医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネージャー） によ
るカンファレンスによる情報共有と治療方針の確認（zoom活用による時間負担軽減）

・ 包括支援センターが在宅介護移行にかかり必要な患者情報の取得

・ 利用者からの介護認定申請を市町村行政から二戸広域行政事務組合にデータを送信し、介護
認定審査状況や主治医意見書等を担当機関で閲覧できる
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利用者登録アプリ

病院、包括支援センター等、
支援する利用者が発生した場面で登録

• 利用者（住民）に療養情報共有の必要
性について説明し承諾同意書を取得し
保存

• 利用者の氏名、生年月日、住所等基本
的な情報を入力

• システム内アプリの権限設定のため、利
用者に関わる担当者（担当事業所）を入
力
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状態報告アプリと訪問診療患者アプリ

• 状態報告アプリ

訪問看護、訪問（施設）介護において、
利用者の状態を看護師等が入力

利用者の状態としてバイタルデータのほか、疾患部位の画像を
添付することができる

• 訪問診療患者ファイルアプリ

看護師等が状態報告アプリで入力した情報を担当医師はリア
ルタイムに把握、アプリを通じて訪問看護師等に具体的な指示
を入力、看護師等が確認し治療を行う

なお、アプリにて担当者を設定することで担当医師、看護師等
以外は閲覧・入力はできない仕様
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情報共有シートアプリ

情報共有シートの送受信を行う担当者が
入力、閲覧は関係する従事者

• カシオペア地域内で転院（転所）等に標準
として使用している「情報共有シート」の
データを入力・共有

• 入力したデータからExcel形式の「情報共
有シート」を作成することが可能

• 標準様式以外で共有する場合はPDF
データ等で保存し共有可能

• 利用者の状態経過がデータで確認可能
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文書管理アプリ

利用者を担当する従事者が必要に応じて
書類を保存する

• 利用者にかかる書類等を保存するアプリ

• 訪問看護指示書、口腔ケア依頼書、介
護サービス計画書等、共有に必要な書
類を保存し管理することで利用者の経過
の把握に有効

• 利用者の状態経過が保存した書類デー
タで確認可能

18



第１段階 First phase（ファースト フェーズ）
２０２２年度から 在宅医療・看護による在宅療養の推進と在宅介護連携に向けた情報の

共有 ・ 患者と在宅療養希望を共有し医師による在宅療養の指示発信

・ 患者及び家族と在宅医療従事者との療養情報共有の必要性について説明と承諾取得

・ 入所条件などの施設窓口情報の充実

・ 訪問看護師及びケアマネージャーによる在宅患者の状態と生活環境の確認とデータ化

・ 訪問看護師による在宅患者の容態・治療経過や意識変化についての記録

・ 医師との容態経過の共有と治療指示の発信

・ 情報共有シートを活用した患者・利用者情報の共有

・ 患者の治療経過を在宅医療従事者（医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネージャー）によ
るカンファレンスによる情報共有と治療方針の確認（zoom活用による時間負担軽減）

・ 包括支援センターが在宅介護移行にかかり必要な患者情報の取得

・ 利用者からの介護認定申請を市町村行政から二戸広域行政事務組合にデータを送信し、介護
認定審査状況や主治医意見書等を担当機関で閲覧できる
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合同カンファレンスアプリ

利用者のカンファレンスに参加した 医
療・介護・福祉行政職員の多職種が入力

• 利用者にかかる多職種（医師、看護師、ケア
マネジャー、歯科医師、薬剤師等）カンファレ
ンス内容を記録するアプリ

• カンファレンスに参加した多職種からの意見
を集約し、今後の治療・介護サービスにつな
げる

• 利用者のカンファレンス経過を確認可能

20



現病歴・既往歴アプリ

利用者の支援経過を病院地域連携室、
ケアマネージャー等が入力

• 利用者にかかる入退院（入退所）や病歴
を管理するアプリ

• カンファレンス時に必要な医療機関・介
護施設等での利用者の状況を履歴で管
理することで、今後の治療・介護サービ
スにつなげる

• 利用者の病歴等の経過を確認可能
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包括介護支援アプリ

利用者基本情報を作成のため地域包括支援セン
ター等が入力

• 地域包括支援センター等に相談があった必要な
情報を共有するアプリ

• 介護認定審査にあたり申請を受理した福祉行政
職員が「介護認定審査支援アプリ」に入力し、介
護認定調査書や主事意見書を添付することによ
り、審査資料として使用することができる

• 介護認定審査完了後、審査結果を行政が入力
することで、調査書、主治医意見書、介護度を確
認可能
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利用者基本情報アプリ

地域包括支援センター職員が利用者
からの聞き取りにて入力

• 地域包括支援センターにおいて介護申
請する際、作成する利用者基本情報を
作成するアプリ

• 日常生活自由度・介護予防に関する事
項・現病歴・既往歴・現在利用している
サービス等を入力することで利用者基
本情報シートをExcel形式で出力可能
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各アプリの情報を集約する
利用者統合情報アプリ
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利用者統合情報アプリ

利用者を担当する従事者のみが閲覧・入力が
可能

• 各アプリで入力した内容を統合集約して全
内容の閲覧を可能とするアプリ

• 各アプリで作成したデータを履歴閲覧するこ
とが可能

• 当アプリから各アプリの入力欄に遷移も可能
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最 後 に
• 今回は、「カシオペアＮＥＴ」の効率的な利用方法と、当初計画のシステム構築、

現段階のシステム構築状況（ファーストフェーズ）の説明をしました

• 規程、同意書手順書及び操作説明書等については実際の利用開始にあわせて説明していきます

• 導入時には利用説明会を、地域ごと、職域団体、事業所単位など細やかに開催していきます

• システム構築については、操作性、共有項目の見直し、さらに他システムとの二重入力など、まだ
まだ未熟な点があり改善を図っていく必要があります

• 医療・介護・福祉行政の従事者の改善にかかるご意見により協力・支援をいただき、さらによりよい
システムにしていきます

• 地域住民の方々へのより充実した地域包括ケアシステムサービスのためみなさまのご支援とご協
力をお願いいたします
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